
写真／南越谷阿波踊り（提供：（一社）南越谷阿波踊り振興会）

2p～3p ・・・・・・・ 令和5年度事業報告および収支決算
4p～5p ・・・・・・・ 「民生委員・児童委員のなりて確保に向けた要望書」

を提出【令和7年の一斉改選を見据えて】
6p～7p ・・・・・・・ 民生委員・児童委員アンケート調査に関する意見交換会
8p～9p ・・・・・・・ 県外視察研修～いわき市で学ぶ記憶・歩み・希望の光～
10p～11p ・・・ インタビュー特集

～福島県富岡町民児協会長と振り返る震災と復興～
12p～13p ・・・ 主任児童委員部会実施研修

～更なる連携強化を目指して～
14p～15p ・・・ 民児協の“色”～第25期指定民児協から学ぶ個性～
16p ・・・・・・・・・・・・ ぜひお越しくだ埼玉！（南越谷阿波踊り）、

主な予定、編集後記

目 次
県民児協
ホームページも
ご活用ください！

https://www.saitama-minjikyo.or.jp

埼玉県民児協だよりで
は、「民生委員・児童
委員協議会」を「民児
協」と表記しています。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行されています。
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ぜひお越しくだぜひお越しくだ埼埼
さいさ い

玉玉
た また ま

！！－今から間に合う埼玉の旬な観光を紹介します－－今から間に合う埼玉の旬な観光を紹介します－

越谷市　南越谷阿波踊り

この夏、南越谷阿波踊りで日本の伝統文化を存分にお楽しみください。

　南越谷阿波踊りは、徳島発祥の阿波踊りを越谷市で開催する文化イベントです。徳島県出
身の中内俊三氏が1983年に提唱し、地元商店会・自治会、越谷市、警察、本場徳島の協力
を得て実現しました。1985年8月24日に第1回が開催され、以来毎年、多くの人々が参加し、
夏の越谷の風物詩として定着しています。現在では、日本三大阿波踊りの一つとして注目さ
れています。

　第38回南越谷阿波踊りは、東武スカイツリーライン「新越谷」駅、JR武蔵野線「南越谷」
駅周辺で開催されます。

8月23日（金）
前 夜 祭：19：00～21：00

8月24日（土）・25日（日）
流し踊り：�17：10～21：00

（南越谷中央通り演舞場など全4会場）
舞台踊り：�14：00～20：45

（越谷コミュニティセンター）
組 踊 り：�16：20～20：45

（越谷コミュニティセンター前ショッピング広場／駅前組踊り会場）

埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り 
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行

︿
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︿
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︿
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﹀
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・
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第２回

今後の予定
8月

9日 市町村民児協会長研修 すこやかプラザ
9月

5日 第50回埼玉県民生委員児童委員大会 埼玉会館大ホール
25日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（南部）和光市

10月
2日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（北部）深谷市
11日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（西部）入間市
18日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（東部）蓮田市
30日 第185回理事会 すこやかプラザ

〒330-0075�さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会�広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提
出
先

　
被
災
地
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
応
援
し
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
災
害
の
多
い
日
本
に
お

い
て
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

日
頃
の
民
生
委
員
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
の

安
全
と
安
心
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
常
に
持
ち
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

に
向
け
、
児
童
委
員
と
し
て
の
支
援
活
動
を
一
層
進
め

て
い
く
こ
と
を
心
に
決
め
ま
し
た
。

 

︵
明
戸　
恵
子
︶

編
集
後
記

部
会
長　
　
志
子
田　
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一

副
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会
長　
藤
野　
美
佐
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副
部
会
長　
大
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幸
雄

部
会
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明
戸　
恵
子

部
会
員　
　
江
森　
幸
一

部
会
員　
　
中
村　
文
雄

部
会
員　
　
大
野　
伸
廣

▼178号は県民児協
広報部Ｂチームで
編集、校正しました。

開催概要
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Ⅰ　
実
施
事
業

（
１
）
部
会
事
業

研
修
部
会
（
部
会
員
18
名
）

●
全
体
会
議
の
開
催

○�

開
催
日
：
４
月
28
日
、
６
月
23
日
、
９
月
25
日
、

１
月
23
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共

催
研
修
、
県
民
児
協
主
催
の
研
修
、
県
大
会
の

発
表
、
今
後
の
部
会
活
動

●
正
副
部
会
長
会
議

○
開
催
日
：
５
月
29
日
、
12
月
25
日

○�

開
催
方
法
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
/
リ
モ
ー

ト
併
用

○�

協
議
事
項
：
研
修
内
容
、
動
画
の
撮
影
及
び
市

町
村
民
児
協
へ
の
提
供
、
相
模
原
市
民
児
協
へ
の

視
察
研
修

●
県
大
会
部
会
発
表
打
ち
合
わ
せ

○
開
催
日
：
８
月
29
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
県
大
会
の
部
会
発
表
、
今
後
の
部

会
活
動

●
研
修
「
地
域
版　
活
動
強
化
方
策
に
つ
い
て
」

○
開
催
日
：
６
月
23
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○
参
加
人
数
：
56
名
（
う
ち
市
町
村
職
員
９
名
）

○�

講
師
：
高
崎
健
康
福
祉
大
学　

健
康
福
祉
学
部　

社
会
福
祉
学
科　
教
授　
金
井
敏
氏

○�

講
義
テ
ー
マ
：「
地
域
版　

活
動
強
化
方
策
に
つ

い
て
」

●�

令
和
５
年
度
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
研

修
︱
会
長
・
副
会
長
研
修
︱
（
県
社
協
と
共
催
）

○
開
催
日
：
８
月
25
日

○�

開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
/
リ
モ
ー

ト
併
用

○�

参
加
人
数
：
対
面
47
名
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
２
３
１

名
○�

講
師
：
合
同
会
社　

泉
惠
造
研
修
企
画
工
房　

代
表
社
員　
泉
惠
造
氏

○�

講
義
テ
ー
マ
：「“
把
握
し
、
つ
な
ぎ
、
見
守
る
”

を
推
進
し
よ
う
！
～
『
民
生
委
員
児
童
委
員
信

条
』
を
読
み
解
く
～
」

●
相
模
原
市
民
児
協
へ
の
視
察
研
修

○
開
催
日
：
２
月
26
日

○
開
催
場
所
：
相
模
原
市
民
会
館

○
参
加
人
数
：
15
名

○�

テ
ー
マ
：「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る
活

動
支
援
の
取
り
組
み
」

●
研
修
講
師
と
の
打
ち
合
わ
せ

○
開
催
日
：
４
月
20
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○
協
議
事
項
：
研
修
の
構
成
、
開
催
方
法

地
区
民
児
協
支
援
部
会
（
部
会
員
18
名
）

●
会
議
の
開
催

○�

開
催
日
：
５
月
16
日
、
７
月
11
日
、
９
月
27
日
、

12
月
７
日
、
１
月
19
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
欠
員
の
現
状
と
改
善
の
た
め
の
意
見

調
査
報
告
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
を
な

く
す
た
め
の
考
察
、
県
大
会
の
部
会
発
表
、
今
後

の
部
会
活
動

●
正
副
部
会
長
会
議

○�

開
催
日
：
６
月
23
日
、
11
月
９
日
、
１
月
18
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
次
回
の
部
会
に
つ
い
て
、
県
大
会
の

部
会
発
表
、
今
後
の
部
会
活
動

●
県
大
会
部
会
発
表
打
ち
合
わ
せ

○
開
催
日
：
８
月
17
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
県
大
会
の
部
会
発
表
に
つ
い
て
、
今

後
の
部
会
活
動

●�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
を
な
く
す
た
め

の
県
と
の
意
見
交
換
会

○
開
催
日
：
１
月
19
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○
参
加
人
数
：
20
名
（
う
ち
県
職
員
３
名
）

○�

協
議
事
項
：
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
を
な

く
す
た
め
の
７
課
題
に
つ
い
て
説
明
、
埼
玉
県
か

ら
の
ご
意
見
、
意
見
交
換

広
報
部
会
（
部
会
員
18
名
）

●
「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
」
発
行

○
№
１
７
３
（
令
和
５
年
６
月
１
日
発
行
）

・
開
催
日
：
４
月
12
日
、
５
月
17
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・�

協
議
事
項
：「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
№
１
７
３
」

の
原
稿
確
認
、
校
正
と
追
加
原
稿
の
確
認
、
発
行

部
数
の
決
定

○
№
１
７
４
（
令
和
５
年
10
月
１
日
発
行
）

・�

開
催
日
：
６
月
13
日
、
７
月
31
日
、
８
月
22
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・�

協
議
事
項
：「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
№
１
７
４
」

の
内
容
確
認
、
原
稿
の
校
正
と
追
加
原
稿
の
確

認
、
発
行
部
数
の
決
定

○�

№
１
７
５
（
県
大
会
特
集
号
・
令
和
５
年
12
月
１

日
発
行
）

・�

開
催
日
：
４
月
12
日
、
７
月
11
日
、
８
月
９
日
、

９
月
27
日
、
10
月
19
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・�

協
議
事
項
：「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
№
１
７
５
」

の
構
成
、
原
稿
の
確
認
、
校
正
と
追
加
原
稿
の
確

認
、
発
行
部
数
の
決
定

○
№
１
７
６
（
令
和
６
年
２
月
１
日
発
行
）

・�

開
催
日
：
９
月
27
日
、
12
月
１
日
、
１
月
17
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・�
協
議
事
項
：「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
№
１
７
６
」

の
内
容
確
認
、
原
稿
の
校
正
と
追
加
原
稿
の
確

認
、
発
行
部
数
の
決
定

●
全
体
会
議

○
開
催
日
：
12
月
12
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○
参
加
人
数
：
14
名

○�

協
議
事
項
：
令
和
５
年
度
事
業
振
り
返
り
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画
検
討

●�

５
月
12
日
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
コ

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

令
和
５
年
度「
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
」

令
和
５
年
度「
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
」

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

○�

開
催
日
：
４
月
４
日
、
４
月
８
日
、
４
月
24
日
、

５
月
10
日
、
５
月
12
日

○�

開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
/
リ
モ
ー

ト
併
用
、
ハ
ロ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
こ
し
が
や
エ
フ
エ
ム
、

Ｆ
Ｍ
ク
マ
ガ
ヤ
、
県
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

局
（
11
か
所
）

○�

協
議
事
項
：
番
組
内
容
の
打
ち
合
わ
せ
、
音
源
の

収
録
、
生
放
送
の
番
組
内
容
の
打
ち
合
わ
せ
、
最

終
打
ち
合
わ
せ

○�

番
組
名
：「
支
え
合
い
た
い
、
地
域
と
と
も
に
」

（
30
分
）

●
市
町
村
広
報
誌
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
記
事
掲
載

○
期
間
：
令
和
５
年
４
月
～
６
月

○
掲
載
市
町
村
数
：
35
市
町
村

●�

「
彩
の
国
だ
よ
り
５
月
号
№
６
２
８
」
に
特
集
記

事
を
掲
載

主
任
児
童
委
員
部
会
（
部
会
員
67
名
）

●
全
体
会
議
の
開
催

○
開
催
日
：
８
月
２
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○
参
加
人
数
：
51
名

○�

協
議
事
項
：
テ
ー
マ
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

主
任
児
童
委
員
の
連
携
」
に
つ
い
て
、
主
任
児
童

委
員
の
役
割
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

●
相
談
役
正
副
部
会
長
会
議

○�

開
催
日
：
６
月
19
日
、
２
月
２
日
、
３
月
27
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
各
分
科
会
の
今
後
の
進
め
方
、
埼
玉

県
民
生
委
員
大
会
部
会
報
告
、
各
分
科
会
の
活

動
報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
、
主
任
児
童

委
員
制
度
創
設
30
周
年
事
業

●
分
科
会
１
【
主
任
児
童
委
員
認
知
度
ア
ッ
プ
】

○�

開
催
日
：
４
月
11
日
、
10
月
18
日
、
１
月
24
日
、

３
月
27
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
・
作
成
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画

　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
８
３
回
理
事
会
及
び

　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
８
３
回
理
事
会
及
び

第
１
７
２
回
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
５

第
１
７
２
回
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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●
分
科
会
２
【
不
登
校
支
援
】

○�
開
催
日
：
４
月
14
日
、
８
月
２
日
、
10
月
18
日
、

１
月
31
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
令
和
５
年
度
の
分
科
会
２
の
活
動
、

不
登
校
事
例
の
発
表
、
事
例
発
表
、
研
修
テ
ー
マ

「
児
童
虐
待
に
つ
い
て
」（
分
科
会
２・３
合
同
研

修
）

●
分
科
会
３
【
児
童
虐
待
】

○
開
催
日
：
４
月
14
日
、
１
月
31
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
令
和
５
年
度
の
分
科
会
３
の
活
動
、

今
後
の
活
動
、
研
修
テ
ー
マ
「
児
童
虐
待
に
つ
い

て
」（
分
科
会
２
と
の
合
同
研
修
）

●
分
科
会
４
【
貧
困
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
】

○�

開
催
日
：
４
月
11
日
、
８
月
22
日
、
２
月
27
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
令
和
５
年
度
の
分
科
会
４
の
活
動
、

貧
困
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
事
例
の
発
表
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
例
に
つ
い
て
、掲
示
板
の
活
用
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画

（
２
）�

埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
開
催
事

業

●
第
49
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

○
開
催
日
：
９
月
５
日

○
開
催
場
所
：
埼
玉
会
館　
大
ホ
ー
ル

○
参
加
人
数
：
９
８
８
名

○�

内
容
：
県
知
事
功
労
章
、
埼
玉
県
民
児
協
会
長

表
彰
を
実
施
。
研
修
部
会
、
地
区
民
児
協
支
援

部
会
、
広
報
部
会
、
主
任
児
童
委
員
部
会
が
事

例
発
表
を
行
い
、
今
後
の
活
動
方
針
を
樹
立
。

（
３
）
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

●
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

○
開
催
日
：
１
月
31
日
～
２
月
２
日

○�

開
催
場
所
：
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
「
ロ
フ
ォ

ス
湘
南
」

○
参
加
人
数
：
２
名

●
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
研
究
協
議
会

○
開
催
日
：
12
月
７
日
～
８
日

○�

開
催
場
所
：
千
葉
県
千
葉
市
「
東
京
ベ
イ
幕
張
」

○
参
加
人
数
：
２
名

（
４
）
地
区
民
児
協
事
業

●
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡
会
議

○�

開
催
状
況
：
東
部
（
10
月
20
日　
久
喜
市
）、
西

部
（
10
月
５
日　
飯
能
市
）、
南
部
（
９
月
21
日　

戸
田
市
）、
北
部
（
10
月
２
日　
秩
父
市
）

○�

参
加
人
数
：
東
部
34
名
、
西
部
42
名
、
南
部
38

名
、
北
部
29
名

○�

研
修
協
議
テ
ー
マ
：「
62
市
町
村
正
副
会
長
か
ら

新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と
」

（
５
）
民
児
協
育
成
事
業

●
指
定
民
児
協
の
活
動
援
助

○
指
定
状
況

・�

第
26
期
指
定
民
児
協
（
令
和
５
年
度
～
令
和
６

年
度
）

・�

東
部
：
吉
川
市
南
第
２
地
区
民
児
協
、
西
部
：
東

秩
父
村
民
児
協
、
南
部
：
桶
川
市
東
第
１
地
区

民
児
協
、
北
部
：
寄
居
町
民
児
協

○
活
動
連
絡
会
開
催

・
開
催
日
：
６
月
９
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・
出
席
人
数
：
12
名

・�

協
議
事
項
：
第
26
期
指
定
民
児
協
の
事
業
計
画
・

進
捗
状
況
、
実
施
報
告
書
及
び
精
算
内
訳
書
の

作
成
、
情
報
交
換

（
６
）
調
査
事
業

●�

市
町
村
民
児
協
の
活
動
や
体
制
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査

○�

調
査
内
容
：
民
児
協
組
織
の
運
営
お
よ
び
構
成

委
員
の
現
状
把
握
の
た
め
の
実
態
調
査
、
全
委
員

名
簿
の
管
理
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
の
取

り
組
み
状
況
調
査
（
実
施
市
町
村
50
か
所
）、
活

動
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
７
）
研
究
協
議
事
業

●
都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
事
務
局
会
議

○
開
催
日
：
６
月
29
日
～
30
日

○
開
催
場
所
：
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

○
参
加
人
数
：
１
名

○�

内
容
：
地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
活
動
へ
の
役
割

と
期
待
、
一
斉
改
選
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取

り
組
み
、
児
童
福
祉
の
動
向
と
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
活
動
へ
の
期
待

●
民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
連
絡
会

○
事
務
局
打
ち
合
わ
せ

・
開
催
日
：
７
月
20
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・
参
加
人
数
：
２
名

・�

協
議
事
項
：
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
令
和
５

年
度
事
業
に
つ
い
て

○
民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
研
修
会

・
開
催
日
：
２
月
15
日

・
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

・�

参
加
人
数
：
10
名
（
民
生
委
員
児
童
委
員
８
名
、

事
務
局
２
名
）

・�

協
議
事
項
：
今
年
度
の
連
絡
会
事
業
、
更
生
保

護
地
域
連
携
拠
点
事
業
、
民
生
委
員
児
童
委
員

と
保
護
司
の
連
携

●
大
会
事
業

○
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

・
開
催
日
：
11
月
２
日

・�

開
催
場
所
：
埼
玉
会
館�

大
ホ
ー
ル

・
参
加
人
数
：
５
２
４
名

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

・
開
催
日
：
11
月
21
日
、
22
日

・�

開
催
場
所
：
広
島
県
広
島
市
「
広
島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
等
」

・
参
加
人
数
：
13
名

○
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
研
究
協
議
会

・
開
催
日
：
９
月
７
日
、
８
日

・
開
催
場
所
：
新
潟
県
新
潟
市

・
参
加
人
数
：
９
名
（
う
ち
職
員
３
名
）

Ⅱ　
そ
の
他
事
業

（
１
）
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業

●
互
助
事
業

○�

執
行
状
況
：
一
般
死
亡
22
件
、
配
偶
者
死
亡
36

件
、
退
任
慰
労
77
件
、
一
般
傷
病
84
件
、
公
務
２

件
、
災
害
１
件
（
合
計
２
２
２
件
）

●
埼
玉
県
民
生
委
員
互
助
事
業
運
営
委
員
会

○
開
催
日
：
５
月
８
日
、
７
月
19
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○�

協
議
事
項
：
埼
玉
県
民
生
委
員
互
助
事
業
に
基

づ
く
本
県
執
行
状
況
、
互
助
事
業
運
営
規
程
等

収入の部

支出の部

事業別の事業費支出の割合

合計92,718,586円

合計88,575,035円

（単位：円）

（単位：円）

①基本財産運用益
482

②特定資産運用益
57

③受取会費
65,582,600

育成・指導事業
7.5％

調査研究事業
8.5％

福祉相談推進事業
26.7％

共同募金協力事業
2.4％

活動事業
23.8％互助事業

31.2％

②管理費計
18,314,885

①事業費計
70,260,150

④受取補助金等
26,933,500

⑤雑収益
201,947

事業費

の
廃
止
に
伴
う
対
応

（
２
）
弔
慰
事
業

●�

執
行
状
況
：
物
故
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対

す
る
弔
慰
を
22
件
実
施

Ⅲ　
法
人
運
営

（
１
）
会
務
の
運
営

●
正
副
会
長
会
議
（
会
長
１
名
、
副
会
長
４
名
）

○
開
催
回
数
：
９
回

○�

協
議
事
項
：
事
業
報
告
・
計
画
、
表
彰
候
補
者

の
選
定
、
全
国
・
県
大
会
の
計
画
等

●
理
事
会
（
理
事
定
数
16
名
、
監
事
定
数
３
名
）

○
開
催
回
数
：
４
回

○�

議
事
：
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告

書
、
評
議
員
会
の
議
題
な
ど

●
評
議
員
会
（
評
議
員
定
数
46
名
）

○
開
催
回
数
：
４
回

○�

議
事
：
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告

書
、
評
議
員
会
の
議
題
な
ど

●
監
事
会
（
監
事
定
数
３
名
）

○
開
催
回
数
：
１
回

○�

議
事
：
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
決
算
書
の

監
査

●�

市
町
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
事
務
担
当
者
連

絡
会
議

○
開
催
日
：
４
月
７
日

○
開
催
場
所
：
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ

○
出
席
人
数
：
49
名

○�

説
明
事
項
：
年
会
費
の
納
入
、
本
会
事
業
、
埼

玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
、
調
査
事
務
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【 令 和 7 年 の 一 斉 改 選 を 見 据 え て 】

「民生委員・児童委員の「民生委員・児童委員の
なりて確保に向けた要望書」を提出なりて確保に向けた要望書」を提出

　地区民児協支援部会では、「欠員」に関する意見交換から7つの課題を抽出し、令和5年度第49回埼
玉県民生委員児童委員大会で報告しました。そして、令和6年1月19日に埼玉県社会福祉課との意見交
換を行いました。
　この意見交換を通じて新たな課題が見つかり、6項目に分類して部会での検討を進めてきました。（詳
細は県民児協だより№177をご参照ください）

　部会での意見交換の過程で、令和5年8月に総務省から「地域貢献活動」を推進する自治体職員に特
別休暇を付与することが発表され、令和6年2月には「地域貢献活動休暇の創設（条例による）」が可能
であるとの通知が総務省から全国の自治体に発信されました。
　これを受けて、埼玉県職員に「地域貢献活動休暇」の条例制定が可能と判断し、地区民児協支援部
会での意見交換も活発に行われました。その結果、県知事に対して「民生委員・児童委員の活動休暇
（仮称）」の条例制定を要請することとなりました。

　この条例制定は県だけでなく、県下の市町村にも適用され、市町村職員も「地域貢献活動休暇」（民
生委員・児童委員の欠員地域での活動を含む）の創設が可能となります。さらに、本業を持ちながら
民生委員・児童委員として活動している方々にも、企業などで「地域貢献活動休暇」が創設されるこ
とで、活動の担い手確保の方向性が見えてきました。
　また、地域で開業している各種士業（要望書項目3参照）の方々にも、その業務の経験を生かして民
生委員・児童委員活動ができるよう、県からの啓発を要請しました。

欠 員 に 関 す る 意 見 交 換 の 成 果欠 員 に 関 す る 意 見 交 換 の 成 果

総 務 省 の 通 知 と 地 域 貢 献 活 動 休 暇総 務 省 の 通 知 と 地 域 貢 献 活 動 休 暇

今後の展望と地域貢献活動休暇の可能性今後の展望と地域貢献活動休暇の可能性
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令和６年７月２日 

埼玉県知事 大 野 元 裕 様 

 

一般財団法人 埼玉県民生委員・児童委員協議会 

会長 寺 田 治 子 

  

民民生生委委員員・・児児童童委委員員のの「「ななりりてて確確保保」」にに向向けけたた要要望望書書  

民生委員・児童委員の一斉改選が令和４年１２月１日に行われ、全国的に１万５千

人を超える欠員が生じています。埼玉県でも９２１名の欠員のなか、令和６年４月１日

現在６２９名となり２９２名の補充があったものの、なお「なりて確保」は喫緊の課題と考

えます。 

そのようななか、新型コロナウイルスによる非日常生活での制限によって、社会的孤

立者や生活困窮者等の問題も山積し、これ等の解決に向けては民生委員・児童委員

の活動が益々重要なものとなってきています。しかしながら、前述したように「なりて確

保」が困難の状況で、一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会ではこの問題

に取り組み、次期一斉改選での「なりて確保」対策を考えています。 

令和６年１月には県社会福祉課と当協議会との意見交換会の場も設定いただき情

報の共有等も図ってまいりました。 

つきましては、下記により新たな「なりて確保」に向けこの要望書を提出させていた

だきます。 

記 

１  県で、地域貢献活動休暇（「民生委員・児童委員活動休暇（仮称）」）を創設し、県

職員が地域における民生委員・児童委員活動を行えるようしていただきたい。 

２  県では働いている民生委員・児童委員の就労と活動が両立できるよう企業・団体

等に支援及び協力をはたらきかけていただきたい。 

なお、県が地域貢献活動休暇（「民生委員・児童委員活動休暇（仮称）」）を創設

されたときには、企業・団体等に併せて要請いただきたい。 

３  埼玉県行政書士会、埼玉県司法書士会、埼玉県弁護士会等々各種士業会に民

生委員・児童委員活動の啓発を、県からはたらきかけていただきたい。 

４  欠員地区では隣接地区民生委員・児童委員等が担当して地域活動を担っていま

すが、その委員の欠員地区での活動費は支給されていません。つきましては、県に

おいて欠員地区への委員の活動費を支給していただきたい。 

①�　「民生委員・児童委
員活動休暇（仮称）」
の条例を制定し、県
職員が欠員地域の民
生委員として活動し
てもらうこと。

要 望 の ポイント要 望 の ポイント

③�　各種士業界の開業
者が地元で民生委
員・児童委員に就任
することで、士業と
しての経験を生かし
た活動が可能とな
り、民生委員・児童
委員の地域貢献が拡
大できること。

④�　なりて確保のため
に定年年齢の上限を
上げることも一助と
思われるが、高齢者
の活動には限界があ
り、若年層の就任が
大切であること。

②�　民生委員・児童委
員に若年層の人が就
任出来る環境づくり
として、公務員だけ
でなく、企業に対し
ても「民生委員・児
童委員活動特別休
暇」と同様の制度設
定を働きかけること。

（左から）寺田会長、大野知事、藤崎部会長欠員の実態や課題について説明
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意 見 交 換 会
民生委員・児童委員アンケート調査に関する

　
令
和
６
年
６
月
12
日
13
時
よ
り
、
彩
の
国
す

こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
福
祉

部
社
会
福
祉
課
か
ら
は
播
磨
課
長
、
鹿
島
主

幹
、
宮
川
主
事
が
参
加
し
、
本
会
か
ら
は
市
町

村
民
児
協
会
長
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
部
会
員

が
出
席
し
ま
し
た
。
主
な
テ
ー
マ
は
、
令
和
５

年
５
月
31
日
か
ら
８
月
31
日
に
埼
玉
県
が
実
施

し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
報
告
と
意
見
交
換
で
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る

一
方
で
負
担
が
大
き
い
と
さ
れ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
実
態
と
課
題
を
把
握
し
、
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
や
な
り
手
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

詳
細
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
基
づ
く
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
記
事
で
は
、
そ
の

詳
細
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
３　
２
．委
嘱
者
年
齢

　
60
︱
70
代
が
80
％
を
占
め
、
定
年
退
職
後

の
委
嘱
が
多
い
。
仕
事
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

る
が
、
若
い
人
の
委
嘱
も
推
進
し
て
い
き
た

い
。

Ｐ
４　
３
．職
業

　
常
勤
の
方
は
６
％
で
あ
り
、
活
動
時
間
の

確
保
が
懸
念
点
。
長
く
活
動
す
る
委
員
の
割

合
が
少
な
く
、
長
期
で
継
続
し
て
活
動
で
き

る
環
境
整
備
も
必
要
。

Ｐ
５　

�

１
．民
生
委
員
活
動
の
中
で
、
対
応

す
る
こ
と
が
多
い
活
動

　
活
動
の
柱
は
高
齢
者
支
援
で
あ
り
、
平
均

的
な
活
動
日
数
よ
り
も
な
か
な
か
活
動
で
き

な
い
委
員
の
支
援
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｐ
６　

�

３
．民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
引
き

受
け
た
動
機

　

引
き
受
け
た
動
機
は
「
頼
ま
れ
た
か
ら
」

が
多
く
、
や
り
が
い
や
社
会
貢
献
の
割
合
は

２
割
程
度
。
民
生
委
員
活
動
の
重
要
性
や
や

り
が
い
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
割
合
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

Ｐ
７　

�

５
．民
生
委
員
活
動
に
お
い
て
「
や

り
が
い
」
を
感
じ
る
こ
と

　
地
域
の
方
と
の
交
流
で
感
謝
さ
れ
る
機
会

が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
場
面
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

民
生
委
員
の
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｐ
８　

�

６
．民
生
委
員
活
動
に
お
い
て
負
担

と
感
じ
て
い
る
こ
と

　
活
動
の
範
囲
や
個
人
情
報
の
提
供
範
囲
に

つ
い
て
も
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｐ
９　

�

８
．「
民
生
委
員
活
動
の
範
囲
を
超
え

る
と
考
え
る
活
動
」
と
は
ど
の
よ
う

な
活
動
か

　
民
生
委
員
の
活
動
範
囲
を
超
え
て
い
る
と

感
じ
る
依
頼
に
つ
い
て
は
、
行
政
や
地
域
住

民
か
ら
の
も
の
が
多
い
。
民
生
委
員
同
士
に

お
い
て
も
統
一
し
た
共
通
認
識
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。

Ｐ
10　
10
．な
り
手
不
足
の
理
由

　
な
り
手
不
足
の
理
由
及
び
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て
は
、
民
生
委
員
協
力
員
な
ど
の
取
組

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
斉
改

選
以
降
の
委
嘱
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
６

月
１
日
時
点
で
47
市
町
村
に
お
い
て
欠
員
が

あ
り
、
欠
員
率
は
７・
０
％
。
県
政
サ
ポ
ー

タ
ー
に
も
民
生
委
員
の
認
知
度
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
認
知
度
は
50
％
。
今

後
も
積
極
的
な

広
報
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も

に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
活
用

し
て
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

に
も
努
め
て
い

く
方
針
。

開
催
経
緯
と
概
要

開
催
経
緯
と
概
要

県
の
説
明
要
約

県
の
説
明
要
約

社会福祉課から３名ご出席いただ
きました。

２月に市町村へ報告
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こ
の
度
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
齢
化
や
孤
独
・
孤
立
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
中
、
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
の
皆
様
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
う
し
た

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
住
民
の
直
面
す
る

課
題
の
複
雑
化
・
多
様
化
に
伴
い
、
民
生
委
員
の

負
担
が
増
し
て
い
る
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
今
回
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
も
、
民
生

委
員
の
活
動
内
容
や
な
り
手
不
足
に
関
す
る
貴
重

な
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
で
は
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
活
用
し

な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
に
必
要
な
支
援
や
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
関
係
団
体
や
市
町
村
と
と
も
に
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
い
た
だ

い
た
御
意
見
も
生
か
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
民

生
委
員
の

負
担
軽
減・

担
い
手
確

保
に
取
り

組
ん
で
参

り
ま
す
。

経験年数ごとのグラフについては年々の推移を
把握する必要があると感じている。2期以内が5

割を超えた現状の中で、そういった対象への研修をより
手厚くする必要があるように感じる。時代の流れで対面
研修が減っているが、重要性は高いと感じている。

研修の委員会等で話し合い、研修の開催方法な
どは改善を図っていきたい。

P10の10・11に関連して、新
しく民生委員児童委員になる

方は福祉の素人の方が多い。民生委員
の認知度が秩父市では17％であり、
お願いするときにも民生委員について
知らない方を対象とすることが増えて
いる。一方で行政のOBなど民生委員
の活動に理解がある人もいる。しかし
そういう人ほど引き受けない。民生委
員の活動を知らない人にお願いをして
いくのか、逆に行政OBなどが引き受
けてくれるような環境整備を進めるの
か方針を考える必要があると考えてい
る。

公務員退職者などに対するPR
も今後検討していきたい。

障がい児の情報がもらえない。P5の回答による
と情報を得て活動されている方が0.5％いるとい

うのは正直ショックであった。情報がなければ支援がで
きないと思う。どこにどういった方がいるのか把握でき
ない中で要支援者支援については障がい児も把握対象と
なっていて違和感がある。

〈市町村から情報提供があるところへ挙手を促
し〉市町村において積極的に情報を出している

ところ・依頼に応じて出してもらえるところの差がある
とのことなので、今後現状把握に努める。自治会の加入率の低下と保護

司の事件について、県の見解
を伺いたい。

自治会の加入率については承
知していない。民生委員にも

訪問時のリスクがあることは承知して
いる。リスクのある訪問については複
数人でできる体制を整えるなど、今後
検討していきたい。

来年度は改選時期に入るが、欠員対策に向けて
具体的にどんな取組をしていこうと考えている

のか。具体的な方針について伺いたい。

これから関係団体を含め検討会を実施していく
中で活動範囲の明確化を図り、民生委員の中心

的な役割について市町村に示していきたい。

意
見
交
換
会
を
終
え
て

意
見
交
換
会
を
終
え
て

質　疑　応　答質　疑　応　答

Q1Q4

Q5

Q3

Q2

A1

A4

A5

A3

A2

埼玉県社会福祉課
播磨課長
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行　程

【1日目】5月27日（月）
時 刻 動　き
 9：00 集合場所：大宮駅西口ソニックシティ

12：50 昼食（ワンダーファーム クロスワンダー 
ダイニング）

13：50 視察場所へ移動

14：30【視察】東日本大震災 原子力災害伝承館
★東日本大震災について講話・見学

17：00 ホテル（いわきワシントンホテル）着

【2日目】5月28日（火）
時 刻 動　き
 8：30 第172回評議員会
 9：45 ホテル出発
10：20 買い物（いわき・ら・ら・ミュウ）
16：00 大宮駅着、解散

被災地から学ぶ被災地から学ぶ
記憶記憶・・歩み歩み・・希望の光希望の光

県 視 研外 察 修

ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
ム

ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
ム

原
子
力
災
害
伝
承
館

原
子
力
災
害
伝
承
館

　
初
日
の
昼
食
会
場
と
し
て
訪

れ
た
ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
ム
。
福

島
県
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
実
際

に
食
べ
、
そ
の
質
の
高
さ
と
美

味
し
さ
を
再
確
認
。
風
評
被
害

に
負
け
ず

に
取
り
組

ん
だ
生
産

者
の
努
力

を
感
じ
ま

し
た
。

　
初
日
の
昼
食
後
、
私
た
ち
は

原
子
力
災
害
伝
承
館
を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

一
原
発
事
故
の
被
害
と
教
訓
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
示
を
通

じ
て
、自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、

原
発
事
故
の
影
響
、
復
興
へ
の

努
力
を
学
び
ま
し
た
。
未
来
の

防
災
意
識
を
高
め
る
重
要
性
も

認
識
し
ま
し
た
。

1

2

屋上から見えた広大な空き地と防潮堤 津波で大きく変形した消防車
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語
り
部
の
講
話

語
り
部
の
講
話

ま
と
め

ま
と
め

　

元
双
葉
北
小
学
校
教
諭
の
横
田

さ
ん
か
ら
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
福
島
県
双
葉
郡
は
震
度
６
強

の
大
地
震
に
襲
わ
れ
、
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
揺
れ
が
続
き
ま
し

た
。児
童
た
ち
の
悲
鳴
が
響
き
渡
り
、

校
庭
に
は
地
割
れ
や
段
差
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
泥
だ
ら
け
の
避

難
者
が
学
校
に
駆
け
込
ん
で
き
て
、

津
波
の
被
害
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま

　

見
学
し
て
感
じ
た
こ
と
と
し
て
、
大
地
震
、
大
津

波
、
原
子
力
災
害
と
い
う
未
曾
有
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
地
域
の
復
興

が
未
だ
に
途
中
で

あ
る
こ
と
、
そ
の

苦
難
や
課
題
を
多

く
の
人
々
や
世
界

に
伝
え
続
け
る
必

要
性
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
経
験
と

教
訓
を
共
有
し
、

防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
だ

と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

し
た
。
横
田
さ
ん
は
そ
の
夜
、
一
晩

中
避
難
者
の
世
話
に
追
わ
れ
ま
し

た
。

　
翌
日
、
横
田
さ
ん
は
家
族
の
安
否

を
確
認
す
る
た
め
に
自
宅
へ
戻
り

ま
し
た
が
、
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

放
送
さ
れ
た
避
難
指
示
に
従
い
、
西

へ
避
難
し
ま
し
た
。
情
報
が
な
く
一

時
的
な
避
難
だ
ろ
う
と
思
い
、
避
難

先
の
こ
と
も
考
慮
し
、
愛
犬
に
は
餌

を
大
量
に
用
意
し
て
自
宅
に
残
し

ま
し
た
。

　
当
時
、
ペ
ッ
ト
や
家
畜
を
連
れ
て

避
難
す
る
と
い
う
考
え
方
が
十
分

に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
避
難
所
で
の

受
け
入
れ
態
勢
も
整
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
飼

い
主
が
ペ
ッ
ト
や
家
畜
を
家
に
残

し
て
避
難
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
と

し
て
多
く
の
動
物
が
取
り
残
さ
れ
、

命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
横
田
さ
ん
の
愛
犬
は
幸
い
に
も

保
護
団
体
が
救
助
し
、
後
日
再
会
で

き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
双
葉
町
全
体
が
避
難
し
、
役
場
も

埼
玉
県
加
須
市
内
の
旧
県
立
騎
西

高
校
に
避
難
し
ま
し
た
。
13
年
が
経

過
し
た
現
在
で
も
、
双
葉
町
の
80
％

は
帰
還
困
難
区
域
と
な
っ
て
お
り
、

戻
っ
た
町
民
は
１
５
０
人
程
度
で

す
。
移
転
先
の
利
便
性
が
良
い
一

方
、
双
葉
町
は
原
子
力
災
害
の
後
始

末
が
遅
れ
、
安
全
性
に
対
す
る
不
安

が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
若
い

世
代
は
戻
っ
て
き
て
お
ら
ず
小
中

学
校
は
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
田
さ
ん
の
講
話
は
、「
他
人
事
」

で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
、

「
福
島
県
」
で
は
な
く
「
こ
れ
か
ら

の
社
会
」
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

3

4帰
宅
困
難
区
域
の

バ
リ
ケ
ー
ド
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福島県富岡町民児協会長福島県富岡町民児協会長とと振振りり返返るる  震災震災とと復興復興
　6月11日、富岡町民児協の寺島会長と事務局の吉成氏をZoomにてお招きし、民生委員活動
に関するインタビューを行いました。住民だけでなく、民生委員・児童委員も富岡町・いわき
市・郡山市などに分かれて居住されており、富岡町民児協の運営にご多忙を極める中、インタ
ビューに応じていただきました寺島会長に感謝申し上げます。

当
時
の
状
況

�

（
寺
島
会
長
談
）

現
在
の
状
況

�

（
寺
島
会
長
談
）

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
時
、
私
は
富
岡
町
の
施
設
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
突
然
の
地
震
と
津
波
、
そ

し
て
原
発
事
故
が
重
な
り
、
町
全
体
が
避
難

指
示
区
域
と
な
り
、
す
ぐ
に
避
難
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
家
族
を
後
回
し
に
し

て
、
ま
ず
は
施
設
の
利
用
者
た
ち
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
群
馬
県
高
崎
市
に
避
難
し
ま
し

た
が
、
避
難
生
活
の
中
で
も
富
岡
町
の
民
生

委
員
と
し
て
の
役
割
を
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
避
難
先
か
ら
毎
月
３
０
０
キ
ロ
の

距
離
を
移
動
し
、
定
例
会
に
参
加
し
続
け
ま

し
た
。
震
災
直
後
の
混
乱
期
に
は
、
民
生
委

員
活
動
も
一
時
停
止
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
避
難
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
地
域
住
民

の
支
援
を
続
け
る
た
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。

電
話
や
訪
問
を
通
じ
て
住
民
と
の
連
絡
を
保

ち
、
困
っ
て
い
る
方
々
の
支
援
に
努
め
ま
し

た
。
震
災
の
影
響
で
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
が
、
民
生
委
員
と
し
て
の
責
任
を
果
た

す
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
数
年
が
経
ち
、
私
た
ち
民

生
委
員
の
活
動
も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
直
後
は
活
動
が
一
時
停
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
毎
月
の
定
例
会

や
地
区
部
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
先
で
の
支
援
活
動
を
行
う
際
に

は
、
避
難
元
と
避
難
先
の
民
生
委
員
の

連
携
が
非
常
に
重
要
で
す
。
避
難
者
が

新
し
い
地
域
で
生
活
す
る
中
で
生
じ
る

課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
避
難
元

の
民
生
委
員
が
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
避
難
先

の
民
生
委
員
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

私
た
ち
は
定
例
会
や
地
区
部
会
を
通
じ

て
情
報
交
換
を
行
い
、
効
果
的
な
支
援

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
先
で
の
活
動
に
お
い
て
、
民
生

委
員
自
身
も
避
難
者
で
あ
り
な
が
ら
、

共
に
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
支
援

を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
民

の
支
え
と
な
る
べ
く
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

インタビュー特集

富岡町民児協
吉成職員　寺島会長

埼玉県民児協広報部会
志子田部会長　江森部会員　藤野副部会長
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今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、

震
災
後
の
活
動
に
は
多
く
の
困
難
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

寺
島
会
長
が
語
っ
た
よ
う
に
、
避
難
元

と
避
難
先
の
民
生
委
員
の
連
携
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
定
例
会
や
地
区
部
会

を
通
じ
た
情
報
交
換
が
効
果
的
な
支
援

を
提
供
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
避
難
者
と
の
継
続
的
な
関
係
構
築

や
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
の
重
要
性

も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
訓

は
私
た
ち
の
活
動
に
も
大
い
に
参
考
と

な
り
ま
す
。

　

寺
島
会
長
の
印
象
に
残
っ
た
言
葉
と

し
て
「
原
子
力
災
害
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
」
と
「
当
事
者
か
ら
の
情
報

発
信
は
難
し
く
、
埼
玉
県
民
児
協
広
報

誌
へ
の
記
事
掲
載
に
感
謝
し
た
い
」
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が
、
読
ん
だ

委
員
の
皆
様
や
民
児
協
の
活
動
強
化
の

一
助
と
な
り
、
よ

り
効
果
的
な
支
援

活
動
を
実
現
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１
震
災
直
後
、
民
生
委
員
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
か
？

Ａ
１
震
災
直
後
は
混
乱
が
続
き
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
避
難
先
で
の
連
絡
網
を
整

備
し
、
避
難
者
の
状
況
を
把
握
し
ま
し

た
。
電
話
や
訪
問
を
通
じ
て
情
報
を
収

集
し
、
支
援
の
優
先
順
位
を
決
定
。
自

身
も
避
難
生
活
を
送
り
な
が
ら
定
例
会

に
参
加
し
、
情
報
交
換
を
行
い
支
援
活

動
を
再
開
し
ま
し
た
。

Ｑ
2
避
難
元
と
避
難
先
の
民
生
委
員
の

連
携
の
重
要
性
は
何
で
す
か
？

Ａ
2
避
難
元
と
避
難
先
の
民
生
委
員
の

連
携
は
、
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
不
可

欠
で
す
。
避
難
者
の
課
題
解
決
に
は
、

両
者
が
情
報
を
共
有
し
協
力
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
定
例
会
や
地
区
部
会
で

の
情
報
交
換
が
そ
の
連
携
を
強
化
す
る

鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
3
避
難
生
活
で
特
に
苦
労
し
た
こ
と

は
何
で
す
か
？

Ａ
3
避
難
生
活
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
、

避
難
先
で
の
生
活
の
安
定
と
住
民
と
の

関
係
構
築
で
す
。
訪
問
活
動
に
は

３
０
０
キ
ロ
以
上
の
移
動
が
必
要
で
、

時
間
と
労
力
が
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ま
と
め

Ｑ
＆
Ａ

避
難
先
の
地
域
住
民
と
信
頼
関
係
を
築

く
の
に
も
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
間
に

変
化
す
る
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

も
大
変
で
し
た
。

Ｑ
4
避
難
者
支
援
の
中
で
得
た
教
訓
は

何
で
す
か
？

Ａ
4
避
難
者
支
援
の
中
で
得
た
教
訓
は
、

継
続
的
な
関
係
構
築
の
重
要
性
で
す
。

何
度
も
足
を
運
ぶ
こ
と
で
避
難
者
と
の

信
頼
関
係
が
築
か
れ
、
よ
り
深
い
支
援

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
者

の
声
を
直
接
聞
き
、
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

Ｑ
5
避
難
先
で
の
支
援
活
動
の
具
体
例

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
5
避
難
先
で
の
支
援
活
動
と
し
て
、

定
期
的
な
訪
問
や
電
話
連
絡
を
行
い
避

難
者
の
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
社
協
や
他
の
支
援
団
体
と
連
携
し
、

避
難
者
が
地
域
の
支
援
体
制
を
利
用
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
避
難
者
の
生
活
相
談
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
必
要
な
物
資
の
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
6
避
難
者
か
ら
の
反
応
は
ど
う
で
し

た
か
？

Ａ
6
避
難
者
か
ら
は
訪
問
活
動
に
非
常

に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
避
難
先
で

の
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
々
に

と
っ
て
、
定
期
的
な
訪
問
や
相
談
は
大

き
な
支
え
と
な
り
、「
困
っ
た
と
き
に
す

ぐ
に
助
け
て
く
れ
る
」
と
い
う
信
頼
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
信
頼

が
支
援
活
動
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
7
避
難
元
の
民
生
委
員
と
し
て
の
役

割
は
何
で
す
か
？

Ａ
7
避
難
元
の
民
生
委
員
と
し
て
の
役

割
は
、
避
難
者
が
避
難
先
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

避
難
先
の
民
生
委
員
と
協
力
し
、
避
難

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
提
供
し

ま
す
。
定
期
的
な
訪
問
や
連
絡
を
通
じ

て
、
避
難
者
と
の
関
係
を
維
持
し
、
必

要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
8
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
8
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
避
難

元
と
避
難
先
の
民
生
委
員
の
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
、
情
報
共
有
を
徹
底
し
て

い
く
予
定
で
す
。
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
支

援
活
動
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
ま

す
。
住
民
の
支

え
と
な
る
べ

く
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

仮設住宅の訪問活動（大熊町）
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主任児童委員部会実施研修主任児童委員部会実施研修
～ 更 な る 連 携 強 化 を 目 指 し て ～～ 更 な る 連 携 強 化 を 目 指 し て ～

11��

解
決
す
べ
き

解
決
す
べ
き

“
市
町
村
間
で
の
違
い
”

“
市
町
村
間
で
の
違
い
”

22��

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て

の
実
現
を
目
指
し
て

開開��

催催��

概概��

要要

　

昨
年
の
県
大
会
発
表
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
や
分
科
会
の
協
議
の
中
で
、
委

員
の
意
識
や
連
携
の
形
に
市
町
村
間
で

違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

民
児
協
内
で
「
主
任
児
童
委
員
の
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
」「
子
ど
も
の
こ
と
は

主
任
児
童
委
員
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
」

と
い
っ
た
声
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

委
員
も
お
り
ま
し
た
。

　

会
長
が
た
は
理
解
し
て
い
て
も
、
委

員
間
で
は
未
だ
に
誤
解
が
残
っ
て
お
り
、

先
輩
委
員
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
の
時
間
帯
な
ど
の
問

題
で
情
報
共
有
が
難
し
く
、
対
応
の
違

い
が
行
政
や
市
町
村
に
よ
っ
て
も
生
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
態
を
踏
ま
え
、
各
会
長

の
理
解
を
得
て
地
区
会
議
で
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
６
月
12
日
意
見
交
換
会（
Ｐ

６
︱
７
掲
載
）
終
了
後
、
市
町
村
民
児

協
会
長
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
部
会
員

を
対
象
に
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

本
記
事
で
は
開
催
の
経
緯
と
目
的
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

14
時
00
分
～
15
時
30
分

①�
主
任
児
童
委
員
の
立
場
や
役
割

に
つ
い
て
の
勉
強
会

　
講
　
師
　
埼
玉
県
民
児
協
会
長

�
寺
田
　
治
子

②
意
見
交
換
会

　（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

テ
ー
マ
「
市
町
村
民
児
協
会
長
と

主
任
児
童
委
員
と
の
連
携
と
課
題
」

　

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
希
望
に

満
ち
た
未
来
を
築
け
る
よ
う
な
支
援
を

行
う
た
め
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
主
任
児
童
委
員
が
緊
密
に
連
携
し

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
主
任
児
童
委
員
が
定
例
会
や
会
長

会
を
通
じ
て
情
報
を
共
有
し
、
互
い
の

立
場
を
理
解
し
協
力
す
る
体
制
を
築
く

こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
成
功
事
例

を
持
つ
市
町

村
の
取
り
組

み
を
共
有
す

る
こ
と
で
、

全
市
町
村
で

連
携
体
制
を

確
立
し
、
家

庭
全
体
を
見

守
り
支
援
す

る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
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現
状
の
課
題
ご
と
に
開
催
を
経
て
期
待
す
る
こ
と

現
状
の
課
題
ご
と
に
開
催
を
経
て
期
待
す
る
こ
と

44��

結
果
に
つ
い
て

結
果
に
つ
い
て

　各市町村、各委員
の地域において、関
係機関との新たな協
力体制を築き、手厚
い子ども
支援を提
供する。

　市町村会長同席の
もと、共通認識を深
めることで、市町村
での活動
に効果的
に反映さ
せる。

　各分科会の活動情
報を共有し、主任児
童委員の立場や役割
を再確認。市町村会
長とも情報を共有
し、全市町村で連携
強化を図る。

　児童委員としての
意識向上を図り、多
方面から問題のある
家庭に寄り添う体制
を整える。地域の特
性や環境を生かし、
民生委員・児童委員
と協力して円滑な活
動を目指す。

　定例会での課題共
有を通じて、互いの
理解を深め、連携を
強化し、
協働の
機会を
増やす。

　勉強会や研修会の
開催により、経験の
浅い委員も経験を積
んできた委員も役割
を再確認し、スキル
アップを図り活動に
反映させる。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

行
っ
た
こ
と
の
な
い
取
組
で
し
た
が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
活
発
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
で
あ
る
連
携
と
課
題
に
つ
い
て
市
町
村
間
の
情
報
交

換
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
事
例
に
つ

い
て
も
、
会
長
と
主
任
児
童
委
員
で
共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
９
月
５
日
の
県
大
会
の
部
会
発
表
で
は
、
そ
こ
で
挙
が
っ
た
情
報
や
意

見
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
の
連
携
・
支
援
体
制
強
化
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
部
会
に
お
い
て
協
議
・
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤�関係機関との�
� 連携強化

③�市町村会長との�
� 共通認識深化

①�主任児童委員の�
� 役割と連携強化

⑥活動の偏り是正 ④�定例会での�
課題共有と相互理解

②�コロナ禍での�
� 研修不足解消
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■
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て

　

毎
月
第
１
火
曜
日
に
は
定
例
会
を

開
催
し
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
め

活
動
の
強
化
推
進

活
動
の
強
化
推
進

て
い
ま
す
。
定
例
会
で
は
、
市
（
事

務
局
）
や
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

報
告
や
依
頼
事
項
の
伝
達
、
民
生
委

員
同
士
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

第
１
部
は
報
告
や
依
頼
事
項
の
確
認
、

第
２
部
は
民
生
委
員
が
主
体
と
な
り
、

議
事
進
行
や
研
修
、
意
見
交
換
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
外
の

福
祉
施
設
の
視
察
や
子
育
て
応
援
サ

ロ
ン
へ
の
参
加
、
自
治
会
と
連
携
し

た
防
災
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
見
守
り
活
動
の
強
化

１
年
目
の
取
り
組
み

　

熊
谷
市
長
寿
い
き
が
い
課
と
連
携

し
、
地
区
に
居
住
す
る
単
身
高
齢
者

約
２
８
０
名
に
対
し
、
見
守
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き
の
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
配

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
サ
ポ
ー
ト
も
行
い

ま
し
た
。

２
年
目
の
取
り
組
み

　

引
き
続
き
長
寿
い
き
が
い
課
と
連

携
し
、
単
身
高
齢
者
２
７
９
名
に
見

守
り
訪
問
を
実
施
。
う
ち
２
１
２
名

に
は
「
花
の
苗
（
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ

ラ
）」
を
、
67
名
に
は
「
カ
イ
ロ
」
を

配
付
。
配
付
に
は
地
区
の
中
学
校
生

徒
が
作
成
し
た
「
単
身
高
齢
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
添
付
し
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
強
化
し
ま
し
た
。

■
課
題
と
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
情
報
伝
達
の
効

率
が
低
下
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

以
下
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

民
児
協
の
連
携
強
化

民
児
協
の
連
携
強
化

■
連
携
強
化

◉�

定
例
会
や
研
修
で
の
意
見
交
換
の

場
を
設
け
、
委
員
同
士
の
不
安
解

消
に
努
め
ま
し
た
。

◉�

令
和
３
年
度
か
ら
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

導
入
し
、
定
例
会
等
行
事
の
連
絡
、

出
欠
確
認
、
資
料
配
布
、
会
議
の

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
可
能
に
し
ま

し
た
。

■
成
果

◉�

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
同
士
で
「
悩
み
」
や
「
不
安
」

を
含
め
た
意
見
交
換
を
行
い
、
単

身
高
齢
者
見
守
り
事
業
の
打
合
せ

も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

委
員
の
活
動
に
お
け
る
不
安
解
消

に
繋
げ
ま
し
た
。

◉�

生
徒
と
高
齢
者
の
交
流
が
生
ま
れ
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
ま

し
た
。

　

当
地
区
は
昔
か
ら
欠
員
の
な
い
地

区
で
す
が
、
委
員
の
高
齢
化
に
よ
り

後
継
者
探
し
が
重
要
課
題
で
す
。
地

域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
、
後
継
者
を
見

つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

今
後
の
抱
負

■熊谷市
第6地区民生委員児童委員協議会
会長　田村　裕一

～第25期指定民児協から学ぶ個性～～第25期指定民児協から学ぶ個性～

【地�区�人�口】24,207人
【地区世帯数】11,005世帯
【地区の特徴】
　熊谷市西部に位置し、大型市
営住宅や新興住宅街があり、人
口が密集している。農業用排水
池である沼の自然を生かした別
府沼公園は、地域住民の憩いの
場となっている。
【単位民児協の構成】
民生委員・児童委員　28名
主任児童委員　2名

〈地区の概況〉
（令和6年1月1日現在）

花の苗

活動風景（研修）
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■
概
要

　
「
ぽ
っ
ぽ
ふ
ぁ
～
む
」
は
、
川
口
市

鳩
ヶ
谷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
地
域

福
祉
推
進
員
が
協
力
す
る
、
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
で
す
。
令
和
５

年
８
月
か
ら
毎
月
２
回
、
高
齢
者
施

設
ベ
ル
ホ
ー
ム
を
拠
点
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
開
催
の
経
緯

　

コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
の
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の
開
催
が
困
難
と
な
る
中
、

地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る

場
所
を
提
供
す
る
た
め
に
始
ま
り
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
に
は
災
害
時
炊

き
出
し
訓
練
や
世
代
間
交
流
事
業
を

ぽ
っ
ぽ
ふ
ぁ
～
む

ぽ
っ
ぽ
ふ
ぁ
～
む

試
験
的
に
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
踏

ま
え
て
定
期
的
な
活
動
と
し
て「
ぽ
っ

ぽ
ふ
ぁ
～
む
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

■
活
動
内
容

１　

�

畑
の
手
入
れ
と

収
穫

　
参
加
者
が
協
力
し

て
畑
の
手
入
れ
を
行

い
、
収
穫
し
た
野
菜

を
分
け
合
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
農
作
業
の
楽
し

さ
や
収
穫
の
喜
び
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

２　

�

お
昼
ご
は
ん

づ
く
り

　
参
加
者
が
一
緒
に

料
理
を
し
、
食
事
を
楽
し
み
ま
す
。

料
理
の
過
程
で
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
食
事
の
時
間

を
共
有
す
る
こ
と
で
絆
を
深
め
て
い

ま
す
。

３　
世
代
間
交
流

　
「
ぽ
っ
ぽ
ふ
ぁ
～
む
」
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
参

加
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
作

業
や
料
理
を
通
じ
て
自
然
な
形
で
世

代
間
交
流
が
行
わ
れ
、
お
互
い
の
理

解
と
連
携
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

４　
支
え
合
い
の
場

　

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ

と
（
農
作
業
や
料
理
）
を
活
か
し
な

が
ら
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
支

え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
に
分
か
れ

る
こ
と
な
く
、
お
互
い
様
の
関
係
を

築
い
て
い
ま
す
。

　
「
ぽ
っ
ぽ
ふ
ぁ
～
む
」
は
地
域
で
孤

立
し
て
い
る
方
や
不
登
校
児
童
、
引

き
こ
も
り
の
方
々
の
居
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
の
誰
も
が
孤
立
せ
ず
、
互
い
に

支
え
合
う
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と

（
農
作
業
や
料
理
）
を
活
か
し
な
が
ら

活
動
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
場
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。

　

鳩
ヶ
谷
第
２
地
区
民
児
協
と
し
て

は
、「
ぽ
っ
ぽ
ふ
ぁ
～
む
」
の
活
動
に

引
き
続
き
協
力
し
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
集
え
る
場
所
を
提
供
し
続
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
行
事
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
、

世
代
間
交
流
の
推
進
を
通
じ
て
、
地

域
全
体
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、「
共

に
生
き
・
共
に
支
え
合
う
」
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

成
果
と
意
義

成
果
と
意
義

今
後
の
抱
負

今
後
の
抱
負

■川口市
鳩ヶ谷第2地区民生委員児童委員
協議会
会長　吉田　好子

民 児 協 の“ 色 ”民 児 協 の“ 色 ”

【地�区�人�口】25,836人
【地区世帯数】12,693世帯
【地区の特徴】
　川口市の中央に位置し、日光御
成道国道122号線沿いに古くから
発展した街並みと、区画整理が進
行している住宅街が混在してい
る。また、埼玉高速鉄道の開通に
より、首都圏への通勤・通学の利
便性が高い生活環境である。
【単位民児協の構成】
民生委員・児童委員　31名
主任児童委員　2名

〈地区の概況〉
（令和6年1月1日現在）

畑の手入れと収穫

お昼ごはんづくり

世代交流会

支え合いの場
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写真／南越谷阿波踊り（提供：（一社）南越谷阿波踊り振興会）

2p～3p ・・・・・・・ 令和5年度事業報告および収支決算
4p～5p ・・・・・・・ 「民生委員・児童委員のなりて確保に向けた要望書」

を提出【令和7年の一斉改選を見据えて】
6p～7p ・・・・・・・ 民生委員・児童委員アンケート調査に関する意見交換会
8p～9p ・・・・・・・ 県外視察研修～いわき市で学ぶ記憶・歩み・希望の光～
10p～11p ・・・ インタビュー特集

～福島県富岡町民児協会長と振り返る震災と復興～
12p～13p ・・・ 主任児童委員部会実施研修

～更なる連携強化を目指して～
14p～15p ・・・ 民児協の“色”～第25期指定民児協から学ぶ個性～
16p ・・・・・・・・・・・・ ぜひお越しくだ埼玉！（南越谷阿波踊り）、

主な予定、編集後記

目 次
県民児協
ホームページも
ご活用ください！

https://www.saitama-minjikyo.or.jp

埼玉県民児協だよりで
は、「民生委員・児童
委員協議会」を「民児
協」と表記しています。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行されています。

令和 6年

８月１日発行

No.178

ぜひお越しくだぜひお越しくだ埼埼
さいさ い

玉玉
た また ま

！！－今から間に合う埼玉の旬な観光を紹介します－－今から間に合う埼玉の旬な観光を紹介します－

越谷市　南越谷阿波踊り

この夏、南越谷阿波踊りで日本の伝統文化を存分にお楽しみください。

　南越谷阿波踊りは、徳島発祥の阿波踊りを越谷市で開催する文化イベントです。徳島県出
身の中内俊三氏が1983年に提唱し、地元商店会・自治会、越谷市、警察、本場徳島の協力
を得て実現しました。1985年8月24日に第1回が開催され、以来毎年、多くの人々が参加し、
夏の越谷の風物詩として定着しています。現在では、日本三大阿波踊りの一つとして注目さ
れています。

　第38回南越谷阿波踊りは、東武スカイツリーライン「新越谷」駅、JR武蔵野線「南越谷」
駅周辺で開催されます。

8月23日（金）
前 夜 祭：19：00～21：00

8月24日（土）・25日（日）
流し踊り：�17：10～21：00

（南越谷中央通り演舞場など全4会場）
舞台踊り：�14：00～20：45

（越谷コミュニティセンター）
組 踊 り：�16：20～20：45

（越谷コミュニティセンター前ショッピング広場／駅前組踊り会場）

埼
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協
だ
よ
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第２回

今後の予定
8月

9日 市町村民児協会長研修 すこやかプラザ
9月

5日 第50回埼玉県民生委員児童委員大会 埼玉会館大ホール
25日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（南部）和光市

10月
2日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（北部）深谷市
11日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（西部）入間市
18日 ブロック別市町村民児協会長連絡会議（東部）蓮田市
30日 第185回理事会 すこやかプラザ

〒330-0075�さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会�広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中
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被
災
地
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
応
援
し
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
災
害
の
多
い
日
本
に
お

い
て
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

日
頃
の
民
生
委
員
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
の

安
全
と
安
心
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
常
に
持
ち
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

に
向
け
、
児
童
委
員
と
し
て
の
支
援
活
動
を
一
層
進
め

て
い
く
こ
と
を
心
に
決
め
ま
し
た
。
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